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改選後初の
臨時会召集活動スタート

議
長
に
新
保
勝
敏
議
員

　
　
　

副
議
長
に
一
戸
千
代
久
議
員
を
選
出

　
鰺
ヶ
沢
町
議
会
で
は
、
四

月
十
日
、
改
選
後
初
の
臨
時

会
を
開
き
、
議
長
に
新
保
勝

敏
議
員
、
副
議
長
に
一
戸
千

代
久
議
員
を
選
出
。
ま
た
、

各
常
任
委
員
、
議
会
運
営
委

員
な
ど
を
選
出
し
、
議
会
の

構
成
を
決
定
し
ま
し
た
。 

　

（
構
成
は
、
四
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。） 
　

　
議
長
選
挙
は
、
議
場
に
お

い
て
指
名
推
薦
で
は
な
く
投

票
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
十
二
票
の
う
ち

新
保
勝
敏
議
員
が
七
票
、
神

孝
議
員
が
五
票
。
副
議
長
選

挙
で
は
、
同
じ
く
十
二
票
の

う
ち
一
戸
千
代
久
議
員
が
七

票
、
見
﨑
清
議
員
が
五
票
と

い
う
結
果
で
し
た
。 

　

議
長
は
投
票

に
よ
り
選
出

改選後の議員の顔ぶれ

62歳　当選１回

渋
谷
　
正
義

43歳　当選１回

長
谷
川
統
一

36歳　当選１回

東
條
　
一
彦

63歳　当選５回

神
　
　
　
孝

60歳　当選４回

今
　
　
勝
義

70歳　当選３回

一
戸
千
代
久

68歳　当選５回

見
﨑
　
　
清

58歳　当選５回

齋
藤
　
孝
夫

79歳　当選５回

鶴
田
　
悦
子

65歳　当選４回

新
保
　
勝
敏

58歳　当選９回

坂
牛
　
淳
治

71歳　当選５回

世
永
　
富
也
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12人による４年間の議会

議　長

新保　勝敏

副議長

一戸千代久

町
政
へ
の
関
心
低
下
に
危
機
感

　
　
町
民
本
位
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

地
方
自
治
は
超
難
題
に
直
面

　
　
政
策
を
競
い
合
い
行
政
と
議
論

　

平
成
二
十
四
年
四
月
十
日

に
開
会
さ
れ
た
鰺
个
沢
町
議

会
第
一
回
臨
時
会
に
お
い
て

議
長
に
選
出
さ
れ
、
そ
の
重

責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
改
め
ま
し
て
、
そ
の
責

任
の
重
さ
に
身
が
引
き
締
ま

る
次
第
で
す
。

　

さ
て
、
町
議
会
で
は
、
行

政
と
一
体
と
な
り
財
政
健
全

　

花
の
と
き
も
過
ぎ
て
新
緑

が
あ
ざ
や
か
に
目
に
映
る
頃

に
な
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆

様
、
日
々
の
ご
奮
闘
ご
苦
労

さ
ま
で
す
。

　

こ
の
度
、
議
会
の
推
挙
を

い
た
だ
き
、
副
議
長
の
大
任

を
拝
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
責
務
と
使
命
の
重
さ
を

し
っ
か
り
と
心
身
に
受
け
止

め
て
一
層
の
議
会
活
動
に
精

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

化
に
向
け
て
、
事
務
事
業
の

見
直
し
、
公
共
施
設
へ
の
指

定
管
理
者
制
度
の
導
入
、
更

に
は
人
件
費
全
般
に
わ
た
る

削
減
等
に
努
め
て
参
り
ま
し

た
。
そ
の
間
、
議
会
と
し
て

も
議
員
定
数
の
削
減
や
期
末

手
当
の
全
額
カ
ッ
ト
な
ど
、

議
員
自
ら
も
財
政
健
全
化
に

向
け
て
努
力
し
て
参
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
議
会
と

し
て
の
発
進
力
の
足
り
な

さ
、
ま
た
、
個
々
の
政
策
課

題
に
対
す
る
町
民
へ
の
説
明

不
足
な
ど
に
よ
り
、
議
会
に

対
す
る
町
民
の
信
頼
が
薄

れ
、
町
政
へ
の
関
心
が
低
下

し
て
い
る
現
状
に
大
き
な
危

機
感
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
議
会
と
し
て
各

種
団
体
及
び
町
民
個
々
と

し
っ
か
り
と
討
議
や
意
見
交

換
を
す
る
機
会
を
増
や
し

て
、
そ
れ
ら
の
意
見
を
町
政

に
提
言
し
、
実
現
に
向
け
て

努
力
す
る
と
と
も
に
、
議
会

へ
の
信
頼
向
上
と
住
民
自
治

の
更
な
る
確
立
を
目
指
し
て

参
り
ま
す
。

　

浅
学
非
才
で
は
あ
り
ま
す

が
、
町
民
本
位
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
の
た
め
努
力
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
町
民
各
位
の

特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

　

今
、
地
方
自
治
は
超
難
題

に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
財

政
難
は
も
と
よ
り
、
農
林
漁

業
の
衰
退
と
あ
い
ま
っ
て
若

者
の
定
着
で
き
な
い
超
高
齢

社
会
が
迫
っ
て
お
り
ま
す
。

集
落
の
消
滅
も
現
実
の
も
の

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
将
来

を
見
据
え
た
行
政
執
行
を
し

て
い
か
な
い
と
自
治
機
能
が

維
持
で
き
な
く
な
る
ば
か
り

か
、
多
く
の
人
々
の
生
活
基

盤
が
崩
壊
し
て
し
ま
い
ま

す
。

　

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担

う
議
会
の
役
割
も
益
々
重
要

に
思
い
ま
す
。
監
視
機
能
の

強
化
と
と
も
に
政
策
を
競
い

合
っ
て
、
行
政
執
行
部
と
議

論
す
る
こ
と
も
必
要
に
思
い

ま
す
。
町
民
の
意
見
、
視
点

を
広
く
く
み
上
げ
る
た
め
に

も
議
会
開
催
時
の
検
討
、
議

会
報
告
会
な
ど
の
実
施
に
努

力
い
た
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
、
一
層
の
助

言
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

議　長 
就任あいさつ

副議長
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議 会 の 新 構 成 決 ま る

新
保

勝
敏

長
谷
川
統
一

◎

見
﨑

清

世
永

富
也

○

世
永

富
也

※
◎
委
員
長

○
副
委
員
長

◎

○

一
戸
千
代
久

東
條

一
彦

坂
牛

淳
治

神

孝

長
谷
川
統
一

◎

渋
谷

正
義

神

孝

鶴
田

悦
子

神

孝

見
﨑

清

世
永

富
也

鶴
田

悦
子

坂
牛

淳
治

○

齋
藤

孝
夫

今

勝
義

◎

長
谷
川
統
一

一
戸
千
代
久

坂
牛

淳
治

東
條

一
彦

長
谷
川
統
一

鶴
田

悦
子

渋
谷

正
義

一
戸
千
代
久

議　長　 新保　勝敏
副議長　 一戸千代久議会事務局（職員3名） 町議会

常任委員会

一部事務組合議会議員

西
海
岸
衛
生
処
理
組
合

議
会
議
員

つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合

議
会
議
員

鰺
ヶ
沢
地
区
消
防
事
務
組
合

議
会
議
員

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
定
数
3
名
）

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
定
数
5
名
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
定
数
6
名
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　  

（
定
数
6
名
）

 

議
会
選
出
監
査
委
員
　
　
渋
谷
　
正
義

西
北
五
広
域
福
祉
事
務
組
合 

議
会
議
員
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本会議場で改めて表彰を受ける５名の議員 今冬の豪雪により予算もかさむ

　
二
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、

改
選
後
初
の
臨
時
会
が
四
月
十
日
開
か
れ
ま

し
た
。
本
臨
時
会
で
は
、
正
副
議
長
の
選

挙
、
常
任
委
員
の
選
出
な
ど
が
行
わ
れ
た

後
、
上
程
さ
れ
た
監
査
委
員
及
び
副
町
長
の

平
成
24
年　
第
１
回
臨
時
会

監
査
委
員
に
渋
谷
正
義
議
員
を
選
任

六
名
が
自
治
功
労
表
彰

■
監
査
委
員
の
選
任

　

議
員
の
う
ち
か
ら
選
任
さ

れ
て
い
る
監
査
委
員
の
一
戸

千
代
久
氏
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
そ
の
後
任
に
渋
谷
正
義

氏
を
選
任
す
る
も
の
。

■
副
町
長
の
選
任

　

副
町
長
の
長
内
仁
氏
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
引
き
続
き

同
氏
を
選
任
す
る
も
の
。

■
専
決
処
分
の
承
認

　

平
成
二
十
三
年
度
町
一
般

会
計
、
特
別
会
計
補
正
予
算

な
ど
。

　

主
な
も
の
は
、
一
般
会
計

除
雪
対
策
費
五
千
四
百
五
十

五
万
円
の
増
額
な
ど
。

※
町
で
は
、
除
雪
対
策
費
と

し
て
三
月
定
例
会
で
承
認
さ

れ
た
三
千
万
円
と
今
回
を
合

わ
せ
八
千
四
百
五
十
五
万
円

の
増
額
補
正
を
行
い
、
今
冬

の
大
雪
に
対
処
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

改
選
後
は
じ
め
て
開
か
れ

る
議
会
で
は
、
議
長
が
決

ま
っ
て
い
な
い
た
め
出
席
し

て
い
る
議
員
の
う
ち
の
最
年

長
者
が
、
議
長
選
挙
が
終
了

す
る
ま
で
仮
議
長
を
務
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
地
方
自
治
法
百
七
条
の

規
定
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
臨
時
会
で
は
、
は

じ
め
に
臨
時
議
長
と
し
て
鶴

田
悦
子
議
員
が
、
議
長
選
挙

が
終
わ
る
ま
で
そ
の
職
務
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
今
勝
義
議

員
、
新
保
勝
敏
議
員
の
二
名

が
青
森
県
町
村
議
会
議
長
会

か
ら
、
ま
た
、
見
﨑
清
議

員
、
今
村
魁
次
議
員
、
世
永

富
也
議
員
、
齋
藤
孝
夫
議
員

の
四
名
が
全
国
町
村
議
会
議

長
会
か
ら
自
治
功
労
表
彰
を

ひ
と
く
ち
解
説

改
選
後
は
じ
め
て

開
か
れ
る
議
会
の

議
長
は
？

受
け
ま
し
た
。

　

表
彰
状
の
伝
達
は
、
三
月

定
例
会
開
会
日
に
本
会
議
場

に
お
い
て
行
わ
れ
、
齋
藤
議

長
か
ら
五
名
に
直
接
、
表
彰

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
長
年
、
議

員
活
動
を
通
じ
て
地
方
自
治

の
伸
展
に
貢
献
さ
れ
た
議
員

に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
十
一

年
以
上
町
村
議
会
議
員
と
し

て
在
職
し
た
人
に
は
、
県
町

村
議
会
議
長
会
か
ら
、
ま

た
、
十
五
年
以
上
在
職
し
た

人
に
は
、
全
国
町
村
議
会
議

長
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
す
。

鰺ヶ沢町議会一般選挙

開 票 結 果
　任期満了に伴う鰺ヶ沢町議会一般選挙が３月20日、告示
され、定数12人に対し新人３人、現職10人の計13人が立候
補の届け出をしました。投票は、３月25日に行われ、即日
開票の結果、12人の当選が決定しました。
　投票日当日の有権者数は10,068人、投票者数は7,664人で
投票率は76.12％でした。投票率は、前回行われた平成16
年の選挙（平成20年は無投票）よりも9.27ポイント、マイ
ナスとなりました。なお、開票結果は、左記のとおりで
す。

【 開 票 結 果 】
○当選者 得 票 数
（新人）長谷川　統　一 1,181
（新人）東　條　一　彦 942
（現職）鶴　田　悦　子 617
（現職）坂　牛　淳　治 591
（現職）見　﨑　　　清 570
（現職）一　戸　千代久 564
（現職）新　保　勝　敏 541
（現職）神　　　　　孝 523
（現職）齋　藤　孝　夫 502
（新人）渋　谷　正　義 500
（現職）世　永　富　也 391
（現職）今　　　勝　義 382
○次点
（現職）寺　澤　松　義 297

選
任
、
専
決
処
分
の
承
認
の
三
議
案
に
つ
い

て
審
議
を
行
っ
た
結
果
、
い
ず
れ
も
全
会
一

致
で
同
意
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
の
内

容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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平成24年平成24年

33月定例会月定例会

平成２４年度
一般会計予算

【 歳　出 】
使いみち

【 歳　入 】
財　　源

　
平
成
二
十
三
年
第
一
回
定

例
会
（
三
月
定
例
会
）
が
、

二
月
二
十
二
日
か
ら
三
月
五

日
ま
で
の
会
期
で
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　

　
初
日
に
は
、
東
條
町
長
が

施
政
方
針
と
し
て
新
年
度
に

お
け
る
町
政
の
基
本
的
施

策
を
表
明
。
ま
た
、
平
成

二
十
四
年
度
の
十
一
会
計
の

当
初
予
算
を
は
じ
め
、
平
成

二
十
三
年
度
補
正
予
算
、
人

事
案
件
、
条
例
の
一
部
改
正

案
、
意
見
書
案
な
ど
四
十
一

件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
最
終
日
の
三
月
五
日
に

は
、
討
論
、
採
決
が
行
わ

れ
、
議
員
発
議
及
び
追
加

上
程
さ
れ
た
一
件
を
含
む

四
十
三
件
が
原
案
ど
お
り
全

会
一
致
で
可
決
・
同
意
・
承

認
さ
れ
ま
し
た
。 

　

　
一
般
質
問
で
は
、
鶴
田
、

一
戸
議
員
の
二
人
が
町
政
の

諸
問
題
に
つ
い
て
町
側
に
答

弁
を
求
め
ま
し
た
。 

　

予
算
の
内
容

　

予
算
の
規
模
は
、
一
般
会
計
及
び
９
つ

の
特
別
会
計
並
び
に
水
道
事
業
合
わ
せ
て

１
０
７
億
５
７
５
８
万
円
と
な
り
、
昨
年

度
ま
で
あ
っ
た
町
立
中
央
病
院
事
業
を
除

く
と
前
年
度
に
対
し
１
億
１
２
６
９
万
円

の
減
額
（
マ
イ
ナ
ス
１
・
０
％
）
と
な
り

ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
、
総
額
６
４
億
７
０
０
０

万
円
で
、
前
年
度
に
対
し
５
０
０
０
万
円

の
減
額
（
マ
イ
ナ
ス
０
・
８
％
）
と
な
り

ま
し
た
。

　

町
税
の
総
額
は
７
億
４
２
７
９
万
円

（
前
年
度
よ
り
４
８
４
６
万
円
の
減
）

で
、
歳
入
に
占
め
る
割
合
は
11
・
５
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
歳
出
の
主
な
も
の
で

は
、
24
年
度
か
ら
広
域
連
合
に
移
管
し
た

鰺
个
沢
病
院
の
運
営
負
担
金
３
億
５
０
０

０
万
円
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

当
町
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
昨
年

度
、
４
年
連
続
の
赤
字
予
算
を
回
避
し
た

も
の
の
未
だ
に
２
億
７
８
１
万
円
（
３
月

専
決
時
点
）
の
累
積
赤
字
を
抱
え
て
い
ま

す
。
平
成
25
年
度
を
目
標
に
赤
字
解
消
を

図
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
が
、
当

面
、
歳
出
削
減
な
ど
厳
し
い
財
政
運
営
を

強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
額
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
数
字

は
算
数
字
に
し
て
い
ま
す
。

一 般 会 計 予 算 の 割 合

依存財源
（83.9％）

地方交付税
391,400
（60.5％）

町税
74,279
（11.5％）

町債
48,760（7.5％）

自主財源
（16.1％）

教育費
47,970（7.4％）

土木費
40,381（6.2％）

農林水産業費
35,741（5.5％）

国庫支出金
41,991（6.5％）

県支出金
41,743（6.5％）

その他
19,142（3.0％）

【グラフ単位：万円】

分担金及び負担金
使用料及び手数料
繰 越 金
諸 収 入
財 産 収 入
繰 入 金
寄 附 金

7,297（1.1％）
7,406（1.1％）
0（0.0％）

12,632（2.0％）
2,065（0.3％）
275（0.0％）
10（0.0％）

議 会 費
労 働 費
商 工 費
消 防 費
予 備 費

7,209（1.1％）
88（0.0％）

9,738（1.5％）
29，541（4.6％）
300（0.1％）

依存財源
（83.4％）

公債費
148,688
（23.0％）

総務費
80,996
（12.5％）

民生費
157,857
（24.4％）

衛生費
88,491
（13.7％）

目的別

実質収支赤字解消を目標に緊縮編成
６４億７,０００万円を可決
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平成24年度 ９特別会計・１企業会計予算を可決

予算特別委員会の審議風景

常任委員会の審査を経て

平成24年度一般・特別・企業会計予算
単位：万円

会　　計　　名 本年度予算額 前年度予算額 対前年度伸率（％）
一 般 会 計 647,000 652,000 -0.8 

以　下　特　別　会　計
国民健康保険事業 193,400 197,400 -2.0 
簡 易 水 道 事 業 15,329 15,222 0.7 
農業集落排水事業 12,308 12,246 0.5 
小 規 模 水 道 事 業 378 397 -4.8 
公 共 下 水 道 事 業 19,243 19,942 -3.5 
介 護 保 険 事 業 148,209 145,479 1.9 
墓 地 公 園 事 業 19 29 -34.5 
後 期 高 齢 者 医 療 11,754 11,845 -0.8 
水 産 業 振 興 事 業 2,465 2,346 5.1 

以　下　企　業　会　計
水 道 事 業 25,653 30,121 -14.8 
全　　 合　　 計 1,075,758 1,087,027 -1.0 

※昨年まであった町立中央病院事業は、広域連合に移管したため廃止となりました。

成　立

原　案
どおり
可　決委員会

審　査

　３月定例会は、新年度の予算を決定する議会です。議
会が予算案を可決しなければ新年度予算が執行不能とも
なる重要な定例会と言えます。一般会計当初予算は、議
員全員で構成される予算特別委員会で、特別会計・企業
会計（条例改正案、意見書案等含む）の予算案は、分野
ごとに総務文教常任委員会、産業建設常任委員会で審議
されます。審議された内容は、最終日に本会議において
それぞれの委員長が報告。再度、討論が行われ、採決さ
れます。各会計新年度予算など３月定例会で決まった主
な内容は、下記のとおりです。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

◎
主
な
議
案

■
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

財
政
対
策
室
を
廃
止
し
、

二
十
四
年
度
か
ら
そ
の
事
務

を
政
策
推
進
課
へ
移
管
す
る

も
の
。

■
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定

　

平
成
二
十
一
年
度
か
ら
指

定
管
理
者
の
指
定
を
行
っ
て

き
た
施
設
の
指
定
管
理
期
間

が
、
平
成
二
十
三
年
度
を

も
っ
て
満
了
す
る
こ
と
か
ら

新
た
に
指
定
を
行
う
も
の
。

　

各
施
設
の
指
定
管
理
期
間

は
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら

平
成
二
十
七
年
度
ま
で
の
三

年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主

な
施
設
の
指
定
管
理
者
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

○
大
高
山
総
合
公
園
・
町
斎

場
・
町
墓
苑

→　

み
ち
の
く
建
物
管
理

〈
指
定
管
理
料
（
一
年
間
）

は
、
大
高
山
総
合
公
園
が
九

百
万
円
、
町
斎
場
が
二
百
万

円
、
町
墓
苑
が
〇
円
〉

　

以
下
の
施
設
は
、
指
定
管

理
料
な
し
。

○
長
平
青
少
年
旅
行
村

→　

マ
ル
イ
チ
工
業

○
白
神
キ
ャ
ン
プ
場

→　

熊
の
湯
温
泉

○
ミ
ニ
白
神
・
海
の
駅

→　

町
観
光
協
会

○
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

→　

町
社
会
福
祉
協
議
会

■
町
監
査
委
員
の
選
任

　

町
監
査
委
員
で
あ
る
増
田

晶
夫
氏
を
再
任
。
任
期
は
四

年
。

■
専
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

専
決
第
一
号　

平
成
二
十
三

年
度
町
一
般
会
計
補
正
予
算

　

今
冬
の
大
雪
に
よ
り
除
雪

対
策
費
を
増
額
。
補
正
額

は
、
三
千
万
円
。

◎
議
員
発
議

■
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
改
正

　

議
員
定
数
の
改
正
に
伴

い
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会

の
委
員
定
数
を
七
人
か
ら
六

人
に
す
る
も
の
。

◎
意
見
書
案

■
公
的
年
金
二
・
五
％
の
引

き
下
げ
に
反
対
す
る
意
見
書

■
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
反
対
を

求
め
る
意
見
書
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鶴田　悦子議員

高
齢
者
を
ケ
ア
す
る
構
想
は

〈
答　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
組
織
づ
く
り
を
し
て
対
応
〉

高
齢
世
帯
に
対
す
る

除
雪
の
配
慮
は

問
・
総
人
口
に
占
め
る
六
十

五
歳
以
上
の
割
合
が
七
％
以

上
で
高
齢
化
社
会
、
十
四
％

以
上
で
高
齢
社
会
、
二
十

一
％
を
超
え
れ
ば
超
高
齢
社

会
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
全

国
で
は
平
成
十
九
年
に
二
十

一
％
の
超
高
齢
社
会
を
迎

え
、
現
在
は
二
十
三
％
で
五

人
に
一
人
が
高
齢
者
、
九
人

に
一
人
が
七
十
五
歳
以
上
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

鰺
ヶ
沢
町
で
は
、
高
齢
者

が
昨
年
の
十
二
月
末
で
三
十

三
・
七
五
％
で
、
全
国
よ
り

十
％
高
い
率
の
超
高
齢
社
会

に
な
っ
て
い
ま
す
。
七
十
歳

以
上
は
二
十
七
・
五
％
、
八

十
歳
以
上
が
十
一
・
七
二
％

で
、
町
の
人
口
の
一
割
強
が

八
十
歳
以
上
の
年
齢
な
の
で

す
。

　

六
十
五
歳
以
上
の
人
が
半

分
を
超
え
、
共
同
生
活
の
維

持
が
困
難
な
状
態
集
落
は
、

限
界
集
落
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
舞
戸
地
区
に
は
限
界

家
庭
と
も
言
え
る
状
態
の
高

齢
者
や
単
身
高
齢
者
の
家
庭

が
と
て
も
多
く
な
り
ま
し

た
。
高
齢
者
と
子
供
が
同
居

し
て
い
な
い
率
も
、
全
国
の

四
千
八
百
一
万
世
帯
の
う
ち

四
十
一
・
九
％
に
の
ぼ
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
高
齢
世
帯
の

多
い
今
日
、
冬
場
の
、
特
に

家
庭
の
玄
関
先
が
除
雪
の
堆

雪
場
化
し
て
い
る
現
状
を
見

る
と
き
、
二
十
四
年
度
の
施

政
方
針
で
示
さ
れ
た
町
民
に

身
近
な
町
道
の
安
全
で
快
適

な
交
通
を
確
保
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
交
通
の
意
義
を
は

き
違
え
て
い
る
か
の
よ
う
に

思
わ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

高
齢
世
帯
に
対
す
る
配
慮

を
、
地
域
福
祉
の
立
場
か
ら

ど
の
よ
う
な
も
の
が
必
要

か
、
そ
の
構
想
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

答
弁
・
健
康
福
祉
課
長

　

冬
場
の
雪
に
対
す
る
苦
労

は
承
知
し
て
い
ま
す
が
、
地

域
福
祉
の
面
か
ら
は
、
隣
近

所
の
助
け
合
い
な
ど
住
民
の

協
力
が
基
本
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
社
協
や
民
生
委
員
、

町
内
会
長
と
話
し
合
い
、
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
組
織

作
り
を
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
・
除
雪
業
者
が
雪
を
押
す

広
場
の
使
用
許
可
を
行
政
が

取
れ
ま
せ
ん
か
。
排
雪
費
の

節
約
に
も
な
る
と
思
い
ま
す

が
。

答
弁
・
建
設
管
財
課
班
長

　

除
雪
業
者
に
対
し
て
は
、

堆
雪
場
所
が
必
要
な
場
合

は
、
各
自
、
所
有
者
の
許
可

を
取
る
よ
う
に
指
導
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
堆
雪
場
所
の

雪
は
、
三
月
中
に
撤
去
す
る

こ
と
を
条
件
に
し
て
い
ま
す

が
、
放
置
し
た
場
合
、
撤
去

を
要
望
さ
れ
る
と
思
い
ま
す

の
で
排
雪
費
の
節
約
に
は
結

び
つ
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

問
・
平
成
十
七
年
三
月
十
一

日
の
東
奧
日
報
で
報
じ
ら

れ
、
鰺
ヶ
沢
町
民
の
知
る
と

こ
ろ
と
な
っ
た
低
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
棄
物
最
終
処
分
地
誘

致
検
討
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ま
す
。

　

こ
の
と
き
の
新
聞
で
は
、

内
容
は
Ｒ
Ｉ
・
研
究
所
等
廃

棄
物
と
な
っ
て
お
り
、
タ
イ

ト
ル
で
は
、
医
療
用
低
レ
ベ

ル
廃
棄
物
最
終
処
分
地
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る

本
で
は
、
医
療
系
を
全
面
に

出
し
て
断
れ
な
い
よ
う
に
進

め
て
い
る
悪
質
な
も
の
だ
と

書
い
て
い
ま
す
。

　

「
金
が
来
る
し
、
持
っ
て

き
た
ら
い
い
」
と
い
う
人
も

い
ま
す
が
、
あ
る
本
で
、
交

付
金
や
助
成
金
は
、
青
森
県

の
第
一
次
産
業
の
一
年
の
売

り
上
げ
の
二
％
足
ら
ず
に
過

ぎ
な
い
。
事
故
が
起
き
れ
ば

風
評
被
害
で
真
っ
先
に
売
れ

な
く
な
り
、
そ
の
被
害
が
大

き
い
の
は
明
ら
か
だ
と
書
い

て
い
ま
す
。

　

二
％
と
い
う
の
は
原
発
の

こ
と
で
す
が
、
仮
に
低
レ
ベ

ル
放
射
性
廃
棄
物
最
終
処
分

地
を
誘
致
し
た
と
す
れ
ば
、

町
に
ど
の
く
ら
い
の
交
付
金

や
助
成
金
が
入
っ
て
来
る
の

か
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
弁
・
港
湾
地
域
振
興
室
長

　

現
在
、
国
及
び
原
子
力
機

構
が
地
域
の
持
続
的
な
活
性

化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
方
策

を
講
じ
る
と
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
詳
し
い
状
況
は
、

現
在
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。
国
の
計
画
で
は
、
二

十
三
年
度
中
に
実
施
計
画
等

詳
し
い
内
容
を
公
表
す
る
と

い
う
行
程
で
し
た
。
し
か

し
、
福
島
の
原
発
事
故
が
発

生
し
、
原
子
力
機
構
が
そ
の

復
旧
作
業
等
の
全
面
支
援
を

行
っ
て
お
り
、
そ
れ
で
現

在
、
作
業
が
遅
れ
て
い
る
と

堆
雪
場
所
の
許
可
を

行
政
が
取
る
こ
と
は

仮
に
Ｒ
Ｉ
を
誘
致
し
た

と
す
れ
ば
交
付
金
は

い
う
状
況
で
す
。

問
・
国
の
考
え
方
を
言
っ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
日
本
の

国
で
ど
こ
で
も
寄
せ
つ
け
な

い
最
終
処
分
で
す
。

　

放
射
能
に
汚
染
さ
れ
る
の

で
あ
れ
ば
考
え
る
べ
き
で
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
答
弁
を

お
願
い
し
ま
す
。

答
弁
・
港
湾
地
域
振
興
室
長

　

こ
の
事
業
は
、
研
究
施
設

か
ら
出
る
低
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
、
医
療
現
場
で
出
る

放
射
性
廃
棄
物
を
対
象
と
し

た
も
の
で
あ
り
、
私
た
ち
が

日
常
で
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
中
か
ら
出
て
き
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
、
日
本
全
体
で

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

題
で
す
。

　

事
業
の
内
容
が
明
ら
か
に

な
っ
た
時
点
で
、
住
民
に
そ

の
内
容
を
十
分
に
説
明
し
て
、

も
し
、
住
民
の
理
解
が
得
ら

れ
た
上
で
町
の
た
め
に
な
る

と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
ぜ

ひ
進
め
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

調
査
を
し
て
い
る
も
の
で
あ

り
ま
し
て
、
内
容
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
な
い
現
段
階
で

は
、
結
論
は
出
せ
な
い
状
況

で
す
。
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一戸千代久議員

冬
の
農
業
の
グ
ル
ー
プ
化
推
進
を

〈
答　

県
・
生
産
者
部
会
と
話
し
合
い
検
討
〉

冬
の
農
業
の
取
組
現

況
は

問
・
日
本
の
農
業
人
口
は
、

一
九
八
五
年
の
五
百
四
十
三

万
人
か
ら
二
〇
一
〇
年
は
、

二
百
六
十
一
万
人
と
二
十
五

年
で
半
数
に
な
り
ま
し
た
。

高
齢
化
も
進
み
、
六
十
五
歳

以
上
が
六
割
を
占
め
ま
す
。

欧
米
に
比
し
て
日
本
の
就
農

者
の
高
齢
化
は
突
出
し
て
い

ま
す
。

　

高
齢
化
と
担
い
手
不
足
か

ら
耕
作
放
棄
地
が
増
え
、
一

〇
年
の
耕
作
放
棄
地
面
積
は

三
十
九
万
六
千
ヘ
ク
タ
ー
ル

と
一
九
八
五
年
の
三
倍
と
拡

大
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど

就
職
難
に
あ
り
な
が
ら
農
業

へ
の
就
農
者
が
増
え
な
い
理

由
は
農
産
物
の
低
価
格
と
農

業
で
は
生
活
で
き
な
い
か
ら

で
す
。

　

政
府
は
環
太
平
洋
経
済
連

携
協
定
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加

多くの買い物客が訪れる海の駅わんどのあじ・彩・感

を
前
提
に
し
て
、
昨
年
十
月

に
農
業
再
生
計
画
を
作
り
ま

し
た
。
骨
子
は
水
田
農
業
の

規
模
を
平
地
で
二
十
か
ら
三

十
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
、
中
山
間

地
で
十
か
ら
二
十
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
広
げ
る
。
六
次
産
業
化

の
推
進
と
か
食
料
自
給
率
を

現
在
の
三
十
九
％
か
ら
五
十

％
に
す
る
方
針
の
よ
う
で
す
。

　

青
森
県
は
平
成
二
十
四
年

度
か
ら
二
十
六
年
度
ま
で
の

冬
の
農
業
拡
大
計
画
を
昨
年

九
月
に
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

冬
の
ハ
ウ
ス
栽
培
は
、
平

成
十
三
年
度
の
千
二
百
五
十

九
戸
か
ら
、
平
成
二
十
一
年

度
は
二
千
百
六
十
二
戸
と

一
・
七
倍
増
加
し
た
と
し
て

い
ま
す
。
当
町
で
冬
の
農
業

が
施
政
方
針
に
掲
げ
ら
れ
た

の
は
十
六
年
の
冬
期
栽
培
、

十
八
年
の
冬
の
農
業
ま
で
さ

か
の
ぼ
り
ま
す
。

　

当
町
の
冬
の
農
業
の
現
況

は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
か
。

答
弁
・
産
業
振
興
課
長

　

平
成
十
四
年
度
あ
た
り
か

ら
県
の
補
助
事
業
を
使
い
ハ

ウ
ス
の
整
備
を
し
て
い
ま

す
。
ハ
ウ
ス
で
ほ
う
れ
ん
草

な
ど
の
葉
物
類
を
栽
培
し

て
、
海
の
駅
わ
ん
ど
で
販
売

し
て
い
る
の
が
主
流
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
ベ

ビ
ー
リ
ー
フ
を
ス
ー
パ
ー
で

販
売
し
て
い
る
方
、
花
き
、

き
の
こ
類
を
市
場
に
出
荷
し

て
い
る
方
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
な
が
い
も
な
ど

冷
蔵
庫
を
使
っ
て
継
続
出
荷

し
て
い
る
方
も
い
ま
す
。
漬

け
物
な
ど
加
工
品
の
出
荷
を

し
て
い
る
方
も
あ
り
ま
す
。

問
・
冬
場
に
継
続
し
て
行
う

こ
と
に
よ
り
成
果
は
現
れ
て

い
ま
す
か
。

答
弁
・
産
業
振
興
課
長

　

当
町
に
は
幸
い
に
し
て
海

の
駅
わ
ん
ど
の
直
売
所
が
あ

り
ま
す
。
冬
の
農
業
は
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
売

り
先
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か

ら
数
量
的
、
収
益
的
に
は
多

く
な
い
に
し
て
も
、
冬
場
の

雇
用
確
保
、
収
入
源
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
成
功
事
例

の
一
つ
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

問
・
当
町
が
計
画
す
る
冬
の

農
業
の
取
り
組
み
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
で
す
か
。

答
弁
・
産
業
振
興
課
長

　

空
き
ハ
ウ
ス
を
活
用
し
て

引
き
続
き
栽
培
し
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
収

穫
時
期
を
遅
ら
せ
て
根
菜

類
、
に
ん
じ
ん
、
キ
ャ
ベ
ツ

な
ど
ハ
ウ
ス
を
使
わ
な
い
作

物
も
推
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
農
林
水
産

物
の
加
工
も
今
以
上
に
品
数

を
増
や
し
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
栽
培
一
辺
倒
で
な

く
、
冬
の
農
業
体
験
、
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い

て
も
推
進
し
て
雇
用
の
拡

大
、
所
得
の
確
保
に
つ
な
げ

て
い
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

問
・
現
状
を
把
握
し
な
が
ら

今
後
は
、
こ
う
い
う
方
向
に

持
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
数

値
目
標
の
よ
う
な
も
の
が
必

要
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
点
は
、
ど
う
考
え
て
い

ま
す
か
。

答
弁
・
産
業
振
興
課
長

　

数
値
目
標
を
た
て
る
の
は

こ
れ
か
ら
だ
と
思
い
ま
す

が
、
一
つ
の
目
安
に
な
る
の

が
海
の
駅
わ
ん
ど
の
売
り
上

げ
で
す
。
売
り
上
げ
目
標
を

立
て
て
い
ま
す
の
で
、
目
標

達
成
が
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
経
営
的
な
こ
と

で
言
え
ば
、
銀
行
に
ア
グ
リ

部
門
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
い
ま
す
の
で
、
農
家

の
方
を
集
め
て
勉
強
会
を
開

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
・
市
場
を
相
手
に
販
売
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
品
目
を
決

め
て
グ
ル
ー
プ
化
を
支
援
し

て
ほ
し
い
と
い
う
農
家
の
方

の
要
望
が
あ
り
ま
す
。
支
援

は
で
き
ま
す
か
。

答
弁
・
産
業
振
興
課
長

　

以
前
か
ら
、
町
長
か
ら
も

指
示
を
受
け
て
い
ま
す
。
規

模
が
あ
る
程
度
大
き
く
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
数
量
を
確
保
で

き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
、
県
を
は
じ
め
関
係
機
関

と
、
生
産
者
部
会
の
方
と
話

し
合
い
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



６月定例会　一般質問は６月12日・13日の予定
　

平
成
二
十
四
年
第

二
回
定
例
会
の
日
程

（
予
定
で
す
。
会
期

は
、
議
会
運
営
委
員

会
で
最
終
的
に
決
定

す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
）
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

　

一
般
質
問
は
、
六

月
十
二
日
㈫
、
十
三

日
㈬
の
予
定
（
一
般

質
問
の
人
数
に
よ
り

一
日
で
終
了
す
る
場

合
も
あ
り
）
で
す
。

　

今
回
の
定
例
会

は
、
新
議
員
の
体
制

に
な
っ
て
は
じ
め
て

の
定
例
会
で
す
。
み

な
さ
ん
の
多
数
の
傍

聴
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

●
開
会

　

六
月
八
日
㈮

●
一
般
質
問

　

六
月
十
二
日
㈫

　
　
　

十
三
日
㈬

●
総
括
質
疑

　

六
月
十
四
日
㈭

●
討
論
・
採
決

　

六
月
十
五
日
㈮

※�

い
ず
れ
も
午
前
十

時
か
ら
の
開
議
予

定
と
な
っ
て
い
ま

す
。

防
災
活
動
の
重
要
性
を
痛
感

今
後
は
避
難
路
等
の
案
内
板
を
設
置

・ ・・ 最 終 回特 集
地区連合組織会長に聞く

舞戸地区編
　

五
回
に
わ
た
り
掲
載
し
て
き
た
特
集
「
地
区
連
合
組
織

会
長
に
聞
く
」
は
、
今
回
が
最
終
回
。
舞
戸
地
区
の
活
動

に
つ
い
て
舞
戸
地
区
町
内
会
連
絡
協
議
会
会
長
の
国
谷
正

春
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
聞
き
手
は
、
鶴
田
悦
子

議
会
広
報
編
集
委
員
長
（
新
）、
事
務
局
で
す
。

　

な
お
、次
号
か
ら
は
、新
た
な
特
集
記
事
を
掲
載
し
ま
す
。

内
容
は
未
定
で
す
が
、
人
物
に
ス
ポ
ッ
ト
を
充
て
た
内
容

に
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

国谷　正春さん
舞戸地区町内会連絡協議会会長、宮浜町内
会会長

Ｑ　

は
じ
め
に
舞
戸
地
区
の

活
動
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ　

一
番
大
き
な
催
し
は
、

正
月
に
舞
戸
公
民
館
で
開
く

新
春
ふ
れ
あ
い
広
場
で
す
。

地
区
内
の
十
四
町
内
会
か
ら

多
く
の
人
が
集
ま
り
、
楽
し

い
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
っ
て
新

春
を
祝
い
ま
す
。ほ
か
に
は
、

国
道
バ
イ
パ
ス
の
花
植
え
な

ど
で
す
ね
。

Ｑ　

新
春
ふ
れ
あ
い
広
場
の

予
算
は
。

Ａ　

地
区
内
十
四
町
内
会
か

ら
の
負
担
金
と
連
絡
協
議
会

の
自
己
資
金
を
も
っ
て
行
っ

て
い
ま
す
が
、
今
年
は
、
舞

戸
財
産
区
か
ら
の
助
成
も
い

た
だ
い
て
開
き
ま
し
た
。

Ｑ　

防
災
に
関
す
る
事
業
は

行
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

や
は
り
、
防
災
に
つ
い

て
は
気
に
掛
け
て
い
ま
す
。

中
村
川
が
あ
り
ま
す
か
ら
水

害
も
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。昔
の
水
害
の
と
き
は
、

宮
浜
の
自
宅
前
で
一
メ
ー
ト

ル
く
ら
い
水
が
上
が
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
水
害
に
関
し

て
は
、
被
害
は
舞
戸
地
区
全

域
と
い
う
こ
と
で
は
な
く

て
、
あ
る
程
度
、
限
定
的
な

も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
よ
り
も
地
震
と
そ
れ
に

伴
う
津
波
を
今
は
一
番
心
配

し
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
た
び
、
津
波
が
発
生

す
れ
ば
高
台
を
除
く
舞
戸
地

区
全
域
に
被
害
が
広
が
る
可

能
性
が
あ
り
、
人
的
被
害
も

甚
大
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

３
・
11
の
と
き
は
、
私
共
の

町
内
会
で
も
、
ま
た
、
海
岸

部
に
住
ん
で
い
る
人
で
も
避

難
し
な
か
っ
た
人
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
大
き
な
地
震
が

来
た
ら
す
ぐ
避
難
す
る
と
い

う
意
識
改
革
の
観
点
か
ら
も

保
育
所
、
小
学
校
、
ス
ー

パ
ー
、
企
業
も
含
め
た
大
規

模
な
避
難
訓
練
を
す
る
必
要

が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
昨
年
は
、
舞
戸
地
区

と
し
て
防
災
に
関
す
る
事
業

を
行
っ
て
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。

Ｑ　

今
後
の
活
動
は
。

Ａ　

舞
戸
地
区
は
、
観
光
ス

ポ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
意
味
で
も
標
高
、
あ
る

い
は
避
難
経
路
を
示
し
た
案

内
板
を
、
目
に
付
き
や
す
い

よ
う
に
人
の
目
の
高
さ
に
掲

示
す
る
事
業
を
行
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

舞
戸
地
区
は
、
Ｅ
Ｍ
菌

の
環
境
浄
化
活
動
を
先
駆
け

て
行
っ
て
い
ま
し
た
が
。

Ａ　

現
在
の
事
業
と
し
て

は
、
Ｅ
Ｍ
菌
を
培
養
し
て
販

売
し
て
い
る
だ
け
で
す
が
、

私
の
所
の
町
内
会
で
は
、
今

年
は
Ｅ
Ｍ
だ
ん
ご
を
作
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
鶴
田
さ

ん
が
所
属
す
る
舞
戸
地
区
女

性
セ
ミ
ナ
ー
で
も
Ｅ
Ｍ
だ
ん

ご
を
作
っ
て
環
境
浄
化
に
取

り
組
む
こ
と
に
し
て
い
る
そ

う
で
す
ね
。
連
絡
協
議
会
の

事
業
と
し
て
セ
ミ
ナ
ー
と
共

同
で
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

鶴
田
委
員
長　

そ
れ
で
は
、

一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
。
今

日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。


